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2　月のこよみ

町民の－すき

昭
和
四
十
六
年

第
一
回
定
例
議
会
開
催

（
＼、

（〈

四

月

は

統

一

有
権
者
の
自
覚
で

地
方
選
挙

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
を

遼
賓
町
第
一
回
定
例
議
会
が
去
る
一
月

十
八
日
招
集
さ
れ
三
十
日
ま
で
会
期
十

三
日
間
を
も
っ
て
次
の
薬
が
審
窓
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

襲
第
一
号

関
和
田
四
年
度
遼
政
財
二
段
会
計
及
び

特
別
会
計
蔵
人
歳
出
決
算
額
定
に
つ
い

て

聾
欝
二
号

昭
和
四
葦
年
度
聾
町
一
般
会
計
補
正

予
算（

縮
正
額
二
〇
、
三
〇
八
千
円
、
総
額

三
八
三
、
七
五
七
千
円
）

露
三
号

昭
和
四
雲
霞
遠
賀
町
国
民
蝕
庭
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
詣
正
敬
重
喜
一
千
円
、
題
額
四
八
、

二
六
七
千
円
）

譲
葉
第
四
雪

間
和
四
五
等
慶
喜
費
町
索
共
済
遍
薬

鸞

正

予

算

（
桶
正
額
二
、
〇
雲
ハ
千
国
総
額
一

二
∴
六
五
七
千
円
）

議
霧
五
号

昭
和
腿
悪
書
憲
蜜
町
簡
易
水
蕃
繋

特
別
会
計
補
正
予
算

議
竃
璧
ハ
号

遜
賀
町
蟻
会
の
護
良
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

「いて（
現
行
報
酬
を
一
律
五
、
0
0
0
円
引

上
、
改
定
後
の
報
酬
は
譲
受
五
〇
、

0
0
0
円
、
副
議
長
四
五
、
8
0

円
、
委
員
長
四
四
、
0
0
0
円
、
積
幽

囚
三
、
0
0
0
円
）

襲
第
七
号

遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
、
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
都
改

正
に
つ
い
て

（
現
行
給
与
町
長
一
四
九
、
七
8
円

を
一
六
七
、
九
8
円
に
助
役
一
二

〇
、
三
8
円
を
二
一
五
、
二
〇
〇
円

に
収
入
役
一
一
四
、
七
〇
〇
円
を
三

八
、
九
8
円
に
改
定
）

襲
第
八
号

遠
蟹
町
教
育
霞
会
教
育
長
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
誌

改
正
に
つ
い
て

（
現
行
給
与
二
四
、
七
8
円
を
一

二
八
、
九
8
円
に
改
定
）

議
案
第
九
号

国
民
健
康
保
険
法
第
六
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
損
香
賠
償
描
求
訴
訟
提

起
に
関
す
る
議
決
に
つ
い
て

馨
欝
十
号

遼
蛮
聖
餐
貝
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
都
改
正
に
つ
い
て

（
人
謡
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
等
の
改

定
、
平
均
一
〇
、
七
六
虜
引
上
げ
（

本俸））強
暴
第
十
一
号

遠
賀
町
特
別
職
職
員
退
職
手
当
支
給
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
と
し
は
選
挙
の
年
と
も
い
う
へ

く
、
四
月
に
は
統
一
地
方
選
肇
が
行
な

わ
れ
四
月
十
一
日
に
県
知
韓
お
よ
び
塊

醸
会
話
負
の
選
挙
、
二
十
元
日
に
は
町

長
、
町
議
会
強
風
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
、
更
に
六
月
に
は
参
酸
鼠
輔
車
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

特
に
地
方
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
巌
も
身
近
か
な
選
挙
と
し
て
そ
の
関

心
も
高
く
、
そ
れ
だ
け
に
賞
収
や
供

応
、
因
縁
や
橋
実
に
よ
っ
て
、
や
や
も

す
る
と
「
漉
き
一
票
」
が
汚
さ
れ
、
ゆ

が
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

選
挙
こ
そ
、
私
た
ち
国
民
一
人
一
人
が

火
災
が
ふ
え

主
凝
著
と
し
て
政
治
に
悪
鬼
を
反
映
さ

せ
る
唯
一
の
満
会
で
す
。

私
た
ち
が
、
平
和
で
、
し
あ
わ
せ
な

暮
し
が
で
き
る
か
否
か
は
、
馨
に
お

け
る
各
自
の
自
覚
あ
る
「
一
票
」
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

こ
の
慈
味
に
お
い
て
来
る
べ
き
地
方

選
挙
に
は
、
麗
収
、
供
応
、
因
縁
、
硝

薬
な
ど
に
ま
と
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

正
し
く
良
識
で
よ
く
考
示
度
註
政
治

の
主
馨
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
「

明
る
く
正
し
い
選
挙
」
を
い
た
し
ま
し

ょう。

速
算
町
選
挙
管
理
委
員
会

る
季
節

巷
　
の
　
火
　
災

容
の
火
災
予
防
連
動
が
月
末
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
と
く

に
火
災
が
ふ
え
で
き
ま
す
。
空
気
が
か

わ
き
強
い
風
が
吹
き
火
災
発
生
の
危
険

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

火
災
発
生
原
因
の
第
一
位
は
、
た
ば

こです。

た
ば
こ
は
火
災
発
生
原
因
の
第
一
位
で

す
。
外
出
前
に
一
服
し
た
の
を
縫
き
忘

れ
て
火
謡
を
お
こ
し
た
り
、
く
わ
え
た

ば
こ
で
ふ
と
ん
を
片
づ
げ
で
い
る
う

ち
、
落
ち
た
火
だ
ね
を
そ
の
ま
ま
た
た

み
こ
ん
で
し
ま
い
、
ふ
と
ん
が
燃
え
た

す
と
い
づ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に

危
険
な
の
は
、
寝
た
ば
こ
。
火
の
つ
い

た
吸
い
か
け
の
た
ば
こ
が
、
ね
む
っ
て

い
る
う
ち
に
た
た
み
の
う
え
に
お
ち
た

り
、
家
具
の
下
に
こ
ろ
が
っ
た
り
し

て
、
出
火
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外

予
　
防
　
運
　
動

部
や
、
お
や
す
み
の
前
に
は
、
た
ば
こ

は
必
ず
水
を
入
れ
た
灰
皿
に
入
れ
、
火

を
確
実
に
消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
は
火
災
の
お

も
な
嶺
の
ひ
と
つ
で
す
。
マ
ッ
チ
な

ど
は
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
し
ま
っ
て
お
き
、
持
ち
出
さ
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
た
き
火
、

ご
み
妹
の
あ
と
は
水
を
か
け
完
全
に
火

が
消
え
た
こ
と
を
諦
め
ま
し
ょ
う
。

万
一
火
部
が
お
こ
っ
た
ら
す
ぐ
に
「

二
九
番
」
を

本
章
に
火
邸
か
お
こ
っ
た
と
き
は
す
ぐ

に
一
一
九
番
を
ま
わ
し
、
火
疎
の
場
所

を
消
防
団
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

外
出
前
や
、
獲
る
商
の
火
の
点
検
な
ど

日
常
生
活
の
小
さ
な
注
意
が
火
災
予
防

に
は
な
に
よ
り
も
肝
心
な
こ
と
だ
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
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町
民
の
生
命
、
財
産
の

防
災
に
万
全
を
期
す

昭
和
四
十
六
年
消
防
出
初
式
挙
行

柴
田
　
催
和

河
原
∴
蓮
東

吉
野
　
貴
意

兼
松
－
貞
次

行
徳
　
利
秋

茄
雌
∴
∴
祭

原
田
郁
二
郎

高
崎
一
弘

第
二
分
国
　
分
団
員

第
三
分
団
　
分
間
長

（優良団員）

第
二
分
間
　
班
長

第
一
分
園
　
田
風

第
一
分
団
　
国
風

第
一
分
団
　
団
員

蟹
一
分
間
　
団
員

第
三
分
間
∴
間
貸

第
三
分
団
　
団
員

第
三
分
園
　
田
貝

舛
添
　
八
郎

古
賀
　
美
光

害
漸
　
騰
戎

半
田
　
寛
彰

白
木
　
利
義

堂
田
　
立
弘

舛
添
　
延
夏

毛
和
　
男
二

有
吉
　
昭
憲

添
田
　
近
男

遊
資
町
消
晴
間
は
、
去
る
一
月
三
十

一
日
、
午
前
九
時
か
ら
運
賃
中
学
楼
繊

蛍
に
お
い
て
国
風
会
員
参
加
と
賽
多

数
参
列
の
も
と
に
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

整
然
た
る
出
初
式
を
按
ろ
う
し
、
町
民

の
窮
命
財
産
を
守
る
本
町
消
防
岡
の
心

強
さ
を
与
え
ま
し
た
。

繭
、
当
日
の
表
彰
関
係
省
は
次
の
と

おり。
表
彰
状
並
び
に

感
二
謡
状
授
与

福
岡
県
知
事
表
彰

二
十
年
以
上
の
永
年
鋤
蟹
C
変
形
さ

れ
一
食
あ

副

　

団

　

長

　

林

　

一

ク

第
二
分
団
　
分
間
衰

第
一
分
間
翻
分
岡
衰

第
一
分
団
削
分
用
度

第
三
分
珊
親
分
胴
長

第
一
分
朋
∴
班
長

第
一
分
圃
　
班
長

蟹
二
分
間
　
琉
衰

第
三
分
朗
∴
梵
妻

石
松
　
俊
垣

舛
添
　
八
郎

合
印
　
膿
弘

大
璃
腫
太
郎

松
本
　
触
宮

緋
末
　
女
行

大
場
∴
春
坐

杉
　
　
1
㌢

、

　

　

　

　

－

深
間
　
に
親

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（功績影）
鱒
：
i
 
i
憂
　
柴
田
一
彦

（滞鬱）－
割
　
田
i
∴
異
　
称
　
一

（禰鬱）

ク
　
　
　
　
石
松
∴
俊
彦

福
岡
県
消
勝
協
会
長
表
彰

（
優
良
団
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
）

遠
賀
町
消
防
団

（
十
年
以
上
永
隼
勤
続
）

第
一
分
団
　
分
団
長
　
泉
頗
　
武
彦

第
一
分
国
　
頭
風
∴
－
柴
田
征
一
郎

第
一
分
田
　
岡
寅
∴
秦
∴
∴
玉
彦

第
一
分
間
　
国
風
∴
∴
黒
田
　
正
弘

第
二
分
団
　
団
員
　
畑
生
∴
成
昭

鉦
二
分
閲
∴
班
長
　
石
井
∴
∴
男

館
竺
秀
閉
　
団
員
　
筋
由
　
良
努

第
三
分
悶
　
団
員
　
石
松
　
芳
城

（
十
五
年
以
上
永
年
勤
続
）

第
一
分
間
　
岡
見
∴
黍
能
芝
助

第
一
分
間
　
団
員
　
栗
田
　
正
浩

第
二
分
間
∴
筒
賀
　
丸
井
　
実

（
二
十
年
以
上
の
永
年
勤
続
）

統
一
分
団
　
輩
奥
∴
柴
田
　
三
郎

第
一
分
間
∴
翻
鼠
　
柴
田
　
鮨

第
二
分
間
　
岡
見
∴
－
萄
碕
一
弘

（
二
十
五
年
以
上
永
年
拗
繍
）

融
∴
朗
∴
∴
長
　
林
　
一

（
防
火
消
防
施
繋
旦
伝
の
普
及
故
潜
功

労者）迷
貧
中
間
地
区
危
険
物
安
全
協
会
駿

（周布）第
一
分
間
　
分
間
長
　
泉
様
∴
武
彦

福
岡
燥
民
火
災
共
済
生
活
協

同
組
合
理
事
長
表
彰

団
体
　
遠
賀
町
消
防
団
　
第
二
分
団

個
人

第
一
分
間
　
証
長
　
大
場
∴
密
生

第
二
分
団
　
稜
長
∴
∴
池
田
　
義
隆

縞
岡
集
消
膀
能
会
通
貨
安
都

農
表
彰

（
優
良
団
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も

の）
第
三
分
間
　
国
風
　
吉
野
　
克
恵

第
一
分
団
　
団
員
∴
鳥
積
∴
∴
滑

遠
賀
町
長
表
彰

（
防
火
協
力
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も

の）

木
　
守
　
白
石
　
便

上
別
府
　
岩
崎
　
昭
車

遠
賀
川
　
西
内
　
初
己

遠
賀
川
　
森
田
挟
美
子

遠
賀
町
消
防
団
長
表
彰

（
優
良
斑
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
）

第
一
分
団
　
　
　
木
　
守
　
斑

第
一
分
団
　
　
　
広
　
漠
∴
班

所
得
説
の
確
定
申
告
と
納
税
は

三
　
月
　
十
　
五
　
日
　
ま
　
で

一
、
由
貨
豊
誘
か
れ
る
と
き
は
、
税

務
署
か
ら
あ
ら
か
じ
め
配
っ
て
あ
り
ま

す
「
皇
零
の
か
き
か
た
」
や
「
確
定

申
告
番
の
手
引
」
な
老
よ
く
荻
ん

で
、
早
目
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

二
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ

た
方
は
、
住
民
税
や
葉
桜
の
申
告
盤

は
、
撰
田
し
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
内
で
の
納
税
相
談
の

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
二
一
月
二

二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
五
日
各

々
九
時
よ
り
十
六
時
迄
遠
賀
町
公
民
館

ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
日

程
に
お
出
い
で
願
え
な
い
場
合
は
、
税

務
理
に
お
出
で
下
さ
い
。
申
告
期
限
閥

近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
紫
の
窓
口
は

大
変
混
離
し
ま
す
。

税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ

る
人

望
寄
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
納
め
す
ぎ
の
税
金
が
還
っ
て
き

ま
す
。
次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
か
細

ぬ
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
た
し

か
め
て
下
さ
い
。

「
所
得
が
少
な
い
人
で
、
配
当
所
得

や
原
稿
料
な
ど
が
あ
る
人
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
担
控
除
や

医
穣
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る人。
三
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
毎
の
中
途
で

退
職
し
、
そ
の
後
醸
し
な
か
っ
た
た

め
、
年
末
潤
警
受
け
な
か
っ
た
人
。

四
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
昨

年
よ
り
所
得
が
ぐ
っ
と
下
っ
た
人
。

青
色
申
告
の
お
す
ず
め

辞
色
申
告
は
単
に
税
金
の
面
で
、
有
利

な
だ
け
で
な
く
経
常
の
健
全
化
や
合
理

化
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
は

背
色
申
告
を
す
る
人
が
毎
々
榊
加
し
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
面
色
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
是
非
今
年
か
ら
始
め
ら
れ
る

よ
う
お
す
ず
め
し
ま
す
。
申
告
期
限
は

三
月
十
五
団
ま
で
、
お
菊
睦
に
繋
繁

で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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語
草
説
の
申
告

昭
和
四
十
五
年
中
に
四
〇
万
日
を
越
え

る
財
産
（
現
金
、
有
価
証
券
、
不
動
産

等
）
を
も
ろ
た
人
は
、
二
月
盲
か

ら
三
月
十
五
鶴
ま
で
の
閲
に
贈
与
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳

し
い
こ
と
は
税
務
碧
に
お
た
ず
ね
下
さ

腫
方
説
法
第
四
一
義
条
の
馳
走
に
よ

り
、
明
和
里
ハ
年
度
固
定
資
産
税
の
課

税
台
帳
を
左
記
の
と
お
り
縦
乾
に
供
し

ま
す
の
で
、
関
係
者
は
期
間
中
に
閲
覧

き
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
日
時
　
三
月
言
上
千
日
迄

（
日
曜
日
除
く
）
九
暗

－
十
七
時
迄

一
、
場
所
　
遠
賀
町
役
場
税
務
係

′
子
宮
ガ
ン
に
つ
　
い
て
〟

引

揚

者

に

お

知

ら

せ

引
揚
者
に
対
し
在
外
財
麓
の
楢
俊
の

一
輪
と
し
て
、
引
幼
者
特
別
交
付
金
が

吏
浴
さ
れ
、
昭
和
4
5
年
3
月
3
1
日
で
締

切
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、
全
国
的
に
は

約
一
万
人
の
未
請
求
者
が
有
る
の
で
法

の
改
正
で
昭
和
飾
箪
3
月
3
1
日
ま
で
に

請
求
期
限
が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
諮
求
の
方
は
役
甥
社
会
係
ま
で
大

至
急
お
出
下
さ
い
。

昭
和
統
率
4
月
1
日
以
降
は
時
効
と

引
揚
者
特
別
交
付
余
韻
悠
買
上

償
還
に
つ
い
て

引
馨
の
方
で
手
続
が
終
り
お
手
元

に
悶
倭
を
七
年
分
お
持
ち
で
、
お
金
に

困
っ
て
い
る
方
に
対
し
七
毎
分
を
一
度

に
貴
上
げ
る
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
一

記
名
に
つ
き
1
2
万
用
ま
で
と
な
っ
て
い

ます。希
望
の
方
は
役
域
社
会
係
ま
で
ご
相

談
卜
さ
い
。

海
外
移
住
婦
人
研
修
生
の

募
集
に
つ
　
い
て

一
1
研
修
塙
新

一
鱒
黙
批
藷
1

～
5
）

T
E
L
（
3
6
）
1
8
2
6
0

2
募
集
人
員
　
5
0
人

3
期
間
　
4
月
1
日
～5

月
1
5
日

1
入
寮
資
格

㈲
海
外
移
住
膏
的
と
す
る
未
婚
の

女
子

㈲
身
体
強
健
で
労
働
に
た
え
ー
る
体
力

と
橋
神
カ
を
有
し
ト
ラ
ホ
ー
ム
そ

の
他
の
伝
染
性
及
び
遣
毒
性
疾
患

不
具
な
ど
の
財
経
雷
の
な
い

薯
の
霧
務
敦
商
以
上
を
終
了
し
た
者

臼
原
則
と
し
て
約
才
以
士
0
0
才
未
満

の
称㈱

思
想
堅
実
、
慈
善
強
固
、
性
格
明

朗
で
塞
難
読
に
適
す
る
者

小
食
質
〓
力
五
千
円
命
日
分
）
及

び
大
鏡
質
と
し
て
一
万
五
千
円
を

納
入
可
能
な
邦

5
応
募
手
続

ホ
ー
ム
軍
務
所
、
都
道
府
県
郎
薬
用

支
離
及
び
海
外
協
会
に
送
付
し
て
あ

る
次
の
宮
類
を
昭
和
4
6
年
2
月
1
5
日

迄
に
ポ
ー
ム
軍
務
所
に
送
付
す
る
揮

川
面
込
膏
（
ホ
ー
ム
備
え
つ
け
の
も

の
で
両
親
の
同
窓
謹
と
な
り
ま
す
）

の
戯
歴
謹
及
び
身
上
詳
∴
客
一
遇

（コクヨ50）

の
雪
質

手
札
貌
全
身
二
枚
（
疫
痢
に
始
名

及
び
生
年
月
日
記
入
）

㈲
観
道
府
県
公
立
病
疏
陵
輔
の
診
断

㈲
戸
籍
抄
本

㈲
そ
の
他
詳
細
な
部
は
相
田
県
海
外

移
住
潔
へ
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

社
会
の
中
堅
と
し
て
、
家
庭
の
中
軸

と
し
て
、
懇
か
な
経
験
を
も
つ
働
き
盛

り
の
成
人
層
を
お
か
す
成
人
病
対
策
の

亜
愛
住
が
年
と
共
に
璃
し
て
采
ま
し

た。
戯
大
病
は
感
染
性
の
疾
患
で
な
い
た

め
個
人
的
問
題
に
止
ま
っ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
社
会
全
般
か
ら
考

え
て
見
る
と
戦
後
は
小
産
小
死
型
の
人

口
動
態
に
な
っ
て
来
た
た
め
若
年
労
働

力
に
代
わ
り
重
要
な
労
働
力
は
成
人
層

の
カ
憲
た
ね
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た。
成
人
病
の
撲
滅
は
国
家
、
社
会
の
繁

栄
の
為
に
は
絶
対
不
可
欠
の
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
成
人
病
の
原
因
に
つ
い
て
は

会
ほ
う
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
予
防
や
根
本
的
陳
因
除
去
は

出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
早
期
発
見
日
詰
治
療
に
よ
り

健
康
人
と
し
て
働
け
る
謡
は
明
ら
か
で

す。
成
人
病
由
岐
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
「

ガ
ン
」
そ
の
中
で
特
に
女
性
の
「
子
宮

ガ
ン
」
に
つ
い
て
見
ま
す
と
遁
憾
蜜

に
相
聞
県
は
非
常
に
死
亡
率
が
商
い
の

です。こ
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
、
ま
だ
判

然
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
受
診
が
お
く

れ
た
邸
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
子
宮
ガ
ン
」
は
早
期
に
発
見
す
れ

ば
少
く
と
も
8
6
劣
位
は
永
久
治
癒
が
可

能
で
更
に
放
射
線
寮
法
の
発
達
で
死
亡

0
も
決
し
て
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
四
期
（
血
液
、
淋
巴
液
を
介
し
て

他
の
臓
器
に
転
位
し
始
め
た
も
の
）
に

な
れ
ば
1
6
形
ま
で
し
か
治
癒
は
望
め
ま

せん。子
宮
ガ
ン
の
初
期
で
は
生
理
以
外
の

不
定
出
血
、
特
に
接
触
出
血
が
ま
ず
多

い
症
状
で
す
が
、
不
定
出
血
が
あ
っ
て

も
「
ガ
ン
」
で
な
い
場
合
も
あ
り
「
ガ

ン
」
で
あ
っ
て
も
出
血
の
な
い
勅
令
も

あ
り
ま
す
。

で
は
ど
う
し
て
早
期
発
見
す
る
か
、

定
期
的
に
尊
門
匿
の
検
診
そ
っ
け
る
以

外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

5
0
才
を
過
ぎ
た
ら
少
く
と
も
年
商

は
検
診
そ
っ
け
、
手
お
く
れ
に
な
ら
ぬ

よ
う
又
は
「
ガ
ン
」
で
な
い
班
の
診
断

を
つ
け
て
も
ー
号
て
安
心
し
て
、
明
る

く
元
気
に
働
け
る
よ
う
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

御
　
寄
　
附
　
御
　
礼

次
の
各
位
か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
減
∴
一
、
金
一
封

会
に
対
し
て
、
特
別
諦
附
を
頂
き
ま
し

た
の
で
紙
上
を
以
っ
て
御
厚
志
に
対
し

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

香
典
返
し

一
、
金
一
封

今
古
賀
　
故
　
柴
田
　
チ
ヨ
氏

喪
主
　
柴
田
番
代
子
骸

令
菟

「
金
一
封

広
∴
漉

改
　
築
田
　
沼
己
氏

喪
主
　
柴
田
ミ
ツ
子
腰

政
　
吉
場
∴
ユ
キ
氏

喪
主
　
古
物
一
男
戯

一
、
・
空
尉

今
古
賀

牧
　
子
道
　
義
人
民

疫
圭
　
子
追
　
認
征
殿

川
上
ト
ラ
ノ
氏

川
上
一
郎
腰



今
月
の
　
税
金

固
定
資
産
税
第
四
期
分

納
期
限
　
二
月
二
十
五
日

紬
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
六
年
度
職
業
訓
練
生

二
　
次
募
集
要
項

福
岡
身
体
膵
墨
客
職
業
訓
練
校

北
九
州
市
小
へ
昌
区
萩
疎
町
二
番
一
号

電
話
⑫
藷
…
崇
醐
鰯
…

郵
便
怒
号
　
　
八
　
　
〇
　
　
二

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う

私
通
は
社
会
生
活
を
送
る
上
で
ア
ル

コ
ー
ル
と
接
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

最
近
ア
ル
コ
ー
ル
巾
諸
患
者
が
ふ
え

て
い
る
こ
と
を
身
近
に
感
じ
ま
す
。

中
表
と
は
ゆ
か
な
い
ま
で
も
酒
に
よ

る
疎
放
や
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
が
後
を
た

ち
ま
せ
ん
。

お
酒
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を

理
解
し
、
土
手
に
の
ん
で
明
日
へ
の
活

〔
酒
の
上
手
な
の
み
方
〕

滴
は
、
薬
に
も
窪
に
も
な
り
ま
す
。

上
手
に
の
め
ば
食
欲
は
増
進
し
血
液

循
課
を
よ
く
し
、
新
陳
代
謝
を
よ
く

、
き
ち
に
神
経
や
筋
肉
の
緊
警
ほ

し
疲
労
同
役
と
気
分
陳
嬢
に
役
立
ち

ます。
◎
肥
満
防
止
と

成
人
病
予
防
に

酒
す
さ
の
人
は
、
酒
を
の
ん
だ
時
は

そ
の
分
と
し
て
め
し
そ
の
も
の
は
少
し

へ
ら
し
、
野
菜
や
魚
肉
等
な
る
べ
く
多

食
べ
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
て
自
分
の
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
胃
腸
を
大
切
に
…

強
い
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
空
厳
に
の
ん

た
り
、
葉
多
く
の
ん
た
り
す
る
と
、

炎
や
、
留
満
場
に
な
り
ま
す
か
ら
、

割
り
し
た
り
、
つ
ま
み
や
さ
か
な
を

ぺ
て
、
留
を
守
り
急
激
に
露
わ
な
い

が
大
切
で
す
。

◎
肝
臓
も
…
‥

酒
の
の
み
す
ぎ
、
脂
肪
の
と
り
す

き
、
主
食
の
た
べ
す
ぎ
、
ビ
タ
ミ
ン
、

蛋
白
質
の
不
足
…
…
か
ら
肝
脂
肪
や
、

肝
硬
変
と
い
う
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

こ．◎
題
辞
と
二
目
酷
は
…
…

酒
の
良
し
慈
し
と
い
う
よ
り
は
、
や

は
り
大
庭
の
酒
の
飲
み
す
ぎ
が
第
一
の

煩
悶
で
す
。

悪
醇
と
は
、
酒
を
の
ん
だ
あ
と
の
不

愉
快
な
身
体
梼
神
状
態
を
い
い
、
二
日

醇
と
は
、
説
朝
に
ま
で
み
ら
れ
る
様
な

症
状
を
い
い
ま
す
。

お
酒
…
：
3
合

ビ
ー
ル
…
：
3
本

ウ
イ
ス
キ
ー
…
‥
2
0
0
c
c

の
い
づ
れ
か
を
晩
酌
す
る
と
、
二
日
醇

の
状
態
で
、
血
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

残
っ
て
い
る
。

◎
適
量
と
は
…
…

お
酒
な
ら
・
…
1
合

ヒ
ー
ル
…
1
本

ウ
イ
ス
キ
！
…
九
c
c

に
す
る
こ
と
で
、
お
酒
は
の
ん
で
も
、

お
酒
に
の
ま
れ
な
い
棟
フ
レ
ー
キ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
脳
に

作
用
し
て
、
麻
す
い
剤

と
同
じ
で
あ
る
。

ビ
ー
ル
1
本
で
も
、
血
中
の
ア
ル
コ

ー
ル
は
〇
・
3
弟
に
な
り
、
5
つ
の
い

づ
れ
に
も
必
ず
作
用
す
る
。

判
断
注
憩
が
に
ぶ
り
ゆ
か
い
に
な

る。

距
徽
嬢
を
失
い
、
物
が
二
霞
に
見
え

た
り
す
る
。

か
ら
だ
の
姿
勢
や
運
動
か
み
だ
れ
ふ

ら
ふ
ら
す
る
。

ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い
。

ね
て
し
ま
う
。

一
、
募
集
人
員
（
定
員
）
及

び
訓
練
職
種

洋
　
服
　
科
　
二
〇
人

洋
∴
裁
　
科
　
二
五
人

畦
印
刷
科
　
三
〇
人

瑳
服
装
典
科
　
一
〇
人

印
牽
彫
刻
科
　
一
五
人

郵
∴
務
　
科
　
一
〇
人

理
　
容
　
科
　
三
〇
人

合
計
　
一
五
〇
人

訓
練
期
間
は
い
ず
れ
も
一
ヶ
年

二
、
募
集
期
間

昭
和
四
十
六
年
二
月
末
日
ま
で

三
、
入
校
申
込
手
続

入
棲
希
馨
は
所
珊
公
共
械
登
安
定

所
で
指
導
を
受
け
入
校
願
書
（
診
断
書

添
付
）
を
本
段
に
持
参
提
屈
し
て
下
さ

れ
ば
即
日
選
考
し
ま
す
。

安
定
所
長
の
入
校
指
示
が
な
い
と
訓

練
手
当
が
支
給
出
来
ま
せ
ん
。
（
関
係

華
類
は
安
定
所
に
あ
り
ま
す
）

四
、
応
募
資
格

身
体
障
訴
署
で
義
務
政
商
を
修
了

し
、
職
薬
訓
練
に
よ
っ
て
習
得
す
る
技

能
に
よ
り
賎
し
社
会
に
自
立
す
る
餓

意
を
有
す
る
者
、
症
状
が
訓
練
を
受
け

て
も
再
発
す
る
お
そ
れ
な
く
精
神
騨

雪
盲
、
ろ
う
あ
者
で
な
い
も
の
は
男

女
を
問
わ
ず
誰
で
も
麻
募
で
き
ま
す
。

五
、
入
校
選
考

入
校
願
藷
締
切
日

出
土
ハ
年
三
月
末
日

入
校
選
考
日
、
時
間

毎
日
（
土
、
日
曜
除
く
）

合
格
発
衣
∴
即
日

－
豊
嶋
班
所
　
当
訓
練
校

六
、
入
校
日

間
相
川
十
六
年
間
月
八
真
木
嘱
目
）

七
、
選
考
の
方
法

出
願
常
類
に
よ
る
父
高
遠
考
な
ち
び

面
接
考
査

八
、
訓
練
生
の
処
遇

1
授
業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

2
失
業
僅
険
受
給
者
は
安
定
所
長
の
指

示
に
よ
り
大
枚
す
れ
ば
訓
練
期
駒
申

引
続
き
保
険
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

3
駿
登
萎
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
入
校

す
れ
ば
訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す。
韮
太
子
堂
一
日
囲
四
〇
日
よ
り
五

八
〇
円
ま
で
（
居
住
す
る
地
域
に
よ

り
通
い
ま
す
。
但
二
十
才
未
満
は
四

四
〇
円
）
受
講
手
当
二
二
五
円
（
出

隅
田
の
み
）
通
楼
手
当
三
、
五
〇
〇

旧
ま
で
。
生
計
維
持
者
が
家
族
と
離

れ
別
属
し
た
嫁
合
寄
宿
手
当
六
二
一

〇
〇
円
。
家
族
手
当
一
旦
0
0
再

まで。

1
鉄
道
、
霜
雪
バ
ス
は
学
生
割
引
が

あ
り
ま
す
。

九
、
そ
の
他

1
希
望
者
は
会
員
入
珠
で
き
ま
す
。

2
食
殻
は
月
六
、
六
〇
〇
四

〇
　
外
不
明
の
点
は
安
定
所
又
は
当
校

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

○
　
当
校
の
見
学
を
歓
迎
し
て
お
り
ま

す。
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選
挙
人
名
簿
の

－

一

　

　

　

徹

入

用

の

方

は

選

管

へ

ハ
　
「
選
挙
人
名
壁
お
よ
び
「
些
地
方
選
肇
の
手
引
」
の
細
入
周
の

子
　
方
は
遠
賀
町
選
挙
許
理
委
児
食
に
お
函
込
み
下
さ
い
。

…
雲
霞
義
政
い
た
し
ま
す
。

一
　
　
申
込
み
期
限
　
∵
月
一
一
十
二
日
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